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「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと
思っている方々に対して、就労、雇用の視点から福島県内外の支援策や求人
情報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

有効求人は、32,534人分の求人申し込みがあります。福島県の雇用情勢は
引き続き求人が求職を上回っております。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。

避難している方・福島で働きたい方へ

※有効求人倍率／ハローワークで仕事を探す人１人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。
　　　　　　　　1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

復興にかける想い 避難されている方へのメッセージ川内村

特
集

・川内村長からのメッセージ
・震災後のわが社
 「株式会社 相馬屋」

福島県雇用情勢（2024年5月）
有効求人倍率（受理地別）　1.26倍（全国24位）

（就業地別）　1.39倍（全国20位）

遠藤 雄幸　村長

新しい産業への挑戦（ワイン葡萄ほ場） かわうちワイン（ヴィラージュシリーズ） 詩人 草野心平が愛した別荘「天山文庫（てんざんぶんこ）」
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○発行
福島労働局
職業対策課ふしまでく

　東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故から14年目を迎えました。
　当村は震災と事故の影響で全村避難を余儀なくされましたが、幸い翌年には帰還
宣言を行い、また平成28年6月には村内に出されていたすべての避難指示が解除さ
れ、穏やかな日常の姿を見ることができます。しかしながら今なお避難を余儀なく
されている方々もおられることも事実で、故郷に戻れるまでしっかりサポートして
いきたいと考えております。
　さて、当村では震災後、国や県をはじめとする多くの関係機関からのご支援をい
ただきながら、生活環境の回復やインフラ整備など復興に向け全力で取り組んでき
ました。その結果、現在の帰村率は約83％です。
　雇用機会の創出のため企業誘致にも積極的に取り組んでいます。また、ワイン
事業、生食ぶどう栽培、イチゴなど新たな産業も育ってきています。農林畜産業
の再開は明るい材料で、水稲は震災前の８割が作付けされております。

　住環境の整備や道路整備も進んできています。一昨年にはＲ399の整備（十文字トンネル整備）も終わり、スト
レスなくいわき市との往来ができています。県道小野富岡線・吉間田滝根線の整備も終わり、あぶくま高原道路
や磐越道との接続もスムーズになりました。道路整備が進み、縦のラインと横のラインが交わる川内村は交通の
結節点としてポテンシャルがあると考えています。
　一方で、村では現在、急速な人口減少・少子高齢化に直面しています。地域間競争が激しくなってきている
中、今後、地域力を維持していくためには、新たな活力の呼び込みが必要です。そのため、移住者を迎え入れた
いと思いますが、まずはその前段階の関係人口や交流人口を増やしていくことが必要と考えています。
　現状、若い世代の帰村がなかなか進んでいないなどの新たな課題が生じている中、地域に子供たちや若い人達
の声が聞こえることが村に活気を、明るい未来を示すことと考えています。そのためにも若い人達が働きたいと
思うような場、住みたいと思うような環境を整備していくことが必要と考えています。
　ここ数年の間で、パン屋さんや花屋さんを始めた若者がいます。また、自宅の古民家を改装してカフェをオー
プンさせた方もいます。そこは今や賑わい拠点になっているようです。また今秋には村内でクラフトジンのよう
な蒸留酒を造る蒸留所を開設する若者がいます。このように若者が新たなことにチャレンジする芽が出てきてお
り、若者が川内村内で新たにチャレンジすることを応援したいと思っています。
  ぜひ一度、川内村に来てみませんか。
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支援センターの役割
広域戦略等
●全国の移住に関心を持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

移住支援等
●市町村、まちづくり会社、移住希望者の支援
●12市町村への移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

ノウハウ蓄積等
●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ふくしま12市町村移住ポータルサイト

●「ふくしま 12で働く」のご案内
就職や起業に関するサポート

●メルマガ登録のご案内
移住に関する最新情報をお届け中！

●支援制度のご案内
交通費等補助金など各種支援金

●お問い合わせ先
ふくしま 12 市町村への移住を考え
られている方に

ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？
ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしま12市町村移住支援センターは、2021年7月1日に12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）への移住・定住を
促進するため、広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進に向けた課題を把握しその解決にあたります。



あゆみ　わが社の今
株式会社 相馬屋

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

県内の訓練全般の
ことはこちらから

求職者支援制度を利用してスキルアップしませんか!!

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

★福島県内での訓練メニュー
●パソコン基礎科 ●医療事務科
●パソコン実践科 ●経理事務科
●DTP-Webデザイン科 ●農業技術習得科  等
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都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2-6-13 023（684）1521

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　東京交通会館分室 千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2-2-18　新潟KSビル1F 025（240）4510
大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2-2-3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4-2-3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

〒971-8111福島県いわき市
小名浜大原字東田33番地１

TEL：0246-73-0078
FAX：0246-73-3100

HP：https://www.soumaya.biz
E-mail：okome@soumaya.biz
営業時間：AM9:00～PM6：00

定休日:日・祝日
担当者　都築絢子(つづきあやこ)

ハローワーク相双が
LINEを始めました！
就
職
活
動
に
役
立
つ

情
報
を
配
信
し
ま
す
！ @052pxowl

代表取締役　佐 藤  守 利

株式会社　相馬屋

【事業所紹介】
所 在 地 ：
事業内容：

福島県いわき市
多品種のお米を販売
(小売・卸売)

　当社は福島県いわき市で1923年（大正12年）の創業以来、日本の稲作農業を守るという強い使命感を生産者と共有し、安全な農作
物をお客様へ届けたいとの想いで米の卸・小売事業を取り組んで参りました。
　この度、東京電力福島第１原発事故に伴う被災１２市町村の営農再開の加速化を後押しするために創設された「福島県高付加価値産
地展開支援事業」に採択され、福島県双葉郡楢葉町のならは南工業団地内にて「パックご飯工場」を昨年11月から操業いたしました。
工場は延べ床面積3,170㎡。最大生産能力は1時間に約8,000食。衛生的な環境と、最新の設備で、非常食から日常食となりつつある
「パックご飯」の製造をしております。海外向け販路拡大にも積極的に取り組んでおり、今年1月からはアメリカ向け輸出もスタートしました。
　そんな活気あふれる職場で皆さんも一緒に働いてみませんか。この地区は、海と山に囲まれた自然豊かなところです。春には田んぼ
の水面に新緑の山々が映し出されキラキラと輝き、秋には美しい黄金色の田んぼ。心安らぐ風景です。この美しい地で、生産者の皆様
の多くの笑顔が見られますよう、また希望をもって就農できますよう、米流通業の立場から努めて参ります。

◆被災12市町村
で収穫された米
だけを使用する
「ふくふくご飯®
180ｇ」

●商品紹介
◆国内産の美味
しいお米を厳選
した「おいしい
ご飯炊きあがり
ました180ｇ」
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